
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 時 ： ２０１１年   月   日 （土）  

１０：００～１２：００ 

会 場 ： 市民会館うらわ ５０３号室 

講 師 ： 吉川忠寛さん（防災都市計画研究所長） 

参加費 ： ５００円（会員は無料） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
 
      〈主催〉公益財団法人埼玉県地方自治研究センター 〈後援〉（財）県労評会館 

 
    「東日本大震災を教訓に防災まちづくりを考えよう」参加申し込み 

                       ＦＡＸ ０４８－８３６－１１１３ 

   な ま え      住  所 ｏｒ 所  属   連 絡 先 

 
 

  

 

 

講師プロフィール：よしかわただひろ 

  防災都市計画研究所長、立命館大学大学院社会学

研究科応用社会学専攻博士後期課程修了。博士（社

会学）。災害社会学・都市防災論専攻。武蔵大学・東洋

大学・東京国際大学・消防大学校等の兼任講師、早稲

田大学地域社会と危機管理研究所客員研究員。 

 ３月１１日午後２時４６分。あなたはどこで何

をしていましたか？埼玉県も大きな揺れに見

舞われ、家屋等震災被害にあわれた方、帰宅困

難で職場や駅、公共施設で一夜を過ごされた

方、数十キロを徒歩で帰宅された方等々、さま

ざまな不安や困難に直面されたことでしょう。 

 

 東日本大震災は、マグニチュード９という巨大

地震と巨大津波、さらに福島第１原発でメルト

ダウンが起き、甚大な被害をもたらしました。５

ヶ月たった今も、復旧・復興にはなお険しい道の

りが横たわっています。 

 

 今後３０年以内の発生率 70％といわれる首都

直下型地震。「災害は忘れる前にやってくる」こ

とになります。あなたのまちの防災・復興対策

は万全でしょうか。今回のセミナーは、いつ起き

てもおかしくない災害に備えて、東日本大震災

を教訓に、防災まちづくりを考えます。 

講師の吉川忠寛さんは、各地の地域防災計

画づくりに携わる防災専門家です。 

どうぞご参加ください。 


